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T1万引ininhibitor proteins of soybean varieties colleeted from various districts of Japan 
and Korea were analyzed by disc electrophoresis. Geographical polymorphic nature was 
found in th巴distributionofthe soybean trypsin inhibitor which showed two electrophoretic 
bands with Rf values of 0.92 and 0.95. 
Out of the 234 var‘ieties sampled， 106 had the Rf 0.92 band and the remaining 128 
did the Rf 0.95 band. . The distribution patterns of the bands were different in the dis-
tricts and in the maturity groups which are classified into five groups from the standpoint 
of the days from germination to blooming. Most of the varieties with the Rf 0.92 band 
were incIuded in the maturity group II， and the varieties with the Rf 0.95 band belonged 
predominantly to the other maturity groups. 
The Rf 0.92 band appeared in a half of var‘ieties cultivated in northern parts of Japan， 
except Hokkaido where were grown early varieties belonging to the group 1 which had 
largely the Rf 0.95 band. 1n Kyushu， there are two types， group II and V. 1n the group 
II， 840)) of the varieties had the Rf 0.92 band， whereas in the group V the same band 
was observed only in 30%. The varieties in Korea be10ng to the group II and 1II， and 
30% of the varieties had the Rf 0.92 band. This is remarkably lower than the perc巴ntage
in the J apanese varieties of the same group. 
鰭
タンパク質分解荷:策の活性をi抵ミきする能力を持ったタンパク性プロテナーゼインヒピターは毅j
縞物の組織*に広〈存在し，特iこ各稜マメ類の滋子中に多く見いだされている.ダイズ稜子中の
プロテナーゼインヒピタ…lζ関しでは， Bowmanllによってトザプシンの活性を阻努する物質，
トリプシンインヒビターとしてはじめて見いだされ，その後多くの研-究者によって幾稼類ものト
リプシンインヒピターがダイズ種子中に含まれると報告されている5，6，8，10，12)
Singhら11)はポリアクザノレアミドゲ、ノレ電気泳動lとより，ダイズのトリプジンインじピターを分
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函した結果，供試した品種が Rf0.92 (Rf=relative mobility to the dye front)の泳動バンドを
持つ品種と Rf0.95の泳動ノfンドを持つ品種とに分れること是認め，さらに Rf0.92とRf0.95 
のバンド受持つ品種の交雑実験から， 2つの泳動バンドは一対の共優性遺伝子lζ支配されている
ことを明らかlごした. Clarkら2)は，これらダイズ品種のトワプシンインヒピターについて検討
安行ない.アメワカ産の夕、、イズはすべて Rf0.95の泳動バンドを持ち，また，アメリカに導入さ
れた品種のうち，中国産品種はすべて Rf0.95の泳動バンドを持つこと，朝鮮践には Rf0.92の
品穣が996，日本産には Rf0.92の品種が29%あることを報告している.
著者は， 日本産ならびに朝鮮産のダイズ品稜に含まれるトリプシンインヒピターについて，
Rf 0.92とRf0.95の泳動ノfンドを持つ品獲に分類し，供試した品種のトリプシンインヒピター
の種類による地理的多型を認めるとともに，品種の生態型との関係を明らかにし符・たのでここに
報告する.
本実験に用いた品種の種子は，農業技術研究所bよび九州農業試験場より分譲されたものであ
る.ここに厚く誠意を表する.
実験材料および方法
供試したダイズ品種は，北海道から九州に至る日本各地から収集された生態、裂 Iから Vまで
の215品種と朝鮮漢の19品種とを合わせた234品種である.
ダイズ種子タンパクとしての試料は，各品穏の種子を20粒程度粉砕し，その粉末 0.5gをとり，
とれに pH8.3のトリスーグワシン緩衝液 (0.025Mトリスアミノメタン， 0.192Mグリシン)
10mlを加えて充分すりつぶし，その賂砕液を， 2000Xgで10分間遠心分離 (0-50C)して，そ
の上澄を採取して用いた.試料はゲノレ1本当り，注射器で1泌を加え， ζの試料中のトリプシン
インヒピターの分画は， Davis3) によるポリアクリノレアミドを用いたデスク電気泳動法に従った.
泳動用緩衝液は pH8.3のトリスーグワシン緩衝液を用い，ゲノレ1本当り 4mAの定電流で50分
間， 150C で泳動した.泳動後のゲノレは 12.5~ぢトリクローノレ酢酸液で 30 分間固定したのち，
0.2596コマジープザリアント ブルーで 20 分間染色し，過剰の色素は 5~ぢ酢酸液で脱色し保存
した4) な.:b'，ゲJレならびに緩衝液の組成，電流の強度のわずかな変化によっても分離像に変化
がみられたので，試料の泳動にあたっては， RfO.92の泳動バンドを持つタチスズナリ， RfO.95 
の泳動パン Fを持つシンメジロから調製した試料を標準として同時に泳動を行ない，とれを供試
品種の泳動像と比較した.
結 果
2つの襟準品穣，タチスズナJレとシンメジロ lと含まれるトリプシンインヒピタ…の泳動像は，
第 l函lと示すようにそれぞれ Rf0.92とRf0.95の泳動バンドそ示した.また，両品種の Flで
はRf0.92と Rf0.95の泳動バンドが同時に観察され Fzでは Rf0.92: Rf 0.92とRf0.95: 
Rf 0.95の泳動バンドを持つ種子が 4:10: 7 (P=O. 90-0. 75)の比に分離し，一対の共優性遺
伝子に支配されると報告した Singhら11)の結果と一致した.
ダイズは栽培される地域によって品種の生態2裂を異にするの. すなわち，北海道，東北，北陸
bよび関東の一部には，生態型 1，I IL属する早生種が栽培され，また，関東，東山には生態、型
II，東海，近畿，中悶，四国では生態型 II，IV !(属する中生種が栽培され，九州では，夏ダイ
ズと呼ばれる生態型 II!と属する早生種と秋ダイズと呼ばれる生態型 V!(属する娩生種とが栽培
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Fig. 1. Electrophoretic patterns of soybean trypsin inhibitor extracted from sccds of two 
standard varictics， "Shinmejiro" and “Tachisuzunariぺandof thcir hybrid. From left 
to right; Rf 0.95 band from“Shinmejiro"， Rf 0.92 band from“TachisuZllnari" and 
both thc bands from hybrid bctween thcm. Each band is indicated by arrow sign. 
Tablc 1. Geographical distriblltion 01' soybcan varicties with the Rf 0.92 and 
the Rf 0.95 electrophorctic bands in relation to maturity groups. 
District Rf Maturity group No.of 
。forigin valuc II III IV V vanctles 
••• 0.92 3 
13 
Hokkaido 000000 
0.95 000000 
O 
@ 
Tohokll， 
Hokuriku 00 
...・...・@・ ・@.
00000000000 00000 0 
00000000000 
O 
32 0.92 
0.95 31 
Kanto， 
Tozan 
0.92 
0.95 
0.92 
••••• .・.••• 000000 000000 O . . ・ 5 
15 
00000000 21 
すokai，
Kinki 000000 000 
0000 ・ ・@0.92 Chugoku， 
Shikoku 0.95 
0.95 O 000 17 
O O 000000 
0000 12 
Kyushu 
0.92 
0.95 0 
????
????••• •  ??????? ??? -・@ 37 
•••• 0.92 •• Korea 000 000000 0.95 
0000 
No.o[ 0.92 4 67 22 7 
varieties 0.95 16 42 31 27 
000000 21 
000 
6 
13 
6 106 
12 128 
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されている.
El本践と朝鮮政の234品種を Rf0.92とRf0.95の泳動ノfンドのr¥1'dillK分類し， l1穏:の栽倍さ
れる地域とその生態裂との関係を第 I表lと示した. 日本政で・は， 215品種rl1k!'14596が Rf0.92の
泳動ノインドを持つ品種であり，一般的 l乙，生態~nI の平生禄K Rf 0.92の泳動ノfンドを持つ171
穏が多く，生態型 IV，V K属するiぬ生積ほど Rf0.92の泳動バンドを持つ品殺は少なかった.
地域別には，北海道lζ栽tたされる生態型 IのAil稼では， Rf 0.92の泳動バンドを持つli殺は少
なく，供試16品種のうち 3品種の約2096であった.ボ北，北陸，関東，来1の生態型 I，IIの
各品種については，約半数の品種が Rf0.92の泳動バン Fを持ち，東海，近畿，中国，自国ヨコ生
態 IVの品種では， Rf 0.95の泳動バンドを持つ品種は少なかった.九州で、は，生態烈 I と V
の品種が併存して栽j:;¥:されてたり，それぞれの生態型の品種i洋で， Rf 0.92とRf0.95の泳動バ
ンドの頻度を異にした.すなわち生態選 Iの夏ダ、イズでは， 38 r¥1 fli ~f:r 約8496が Rf 0.92の泳動
バンドを持ち，生態型 Vの秋ダイズでは Rf0.95の品種が大半をI片め， Rf 0.92の品種は供試
13品種の約3096 に~る 4 品種 lζ過ぎなかった.朝鮮産品種は，生態製 II と III rc.属するが，そ
の約3096がRf0.92の泳動バンドを持ち， これは向じ生態、型rc.属する日本廃品磁の Rf0.92を
持つものの頻度l乙比べて低い傾向が見いだされた.ζのように，ダイズには，品積の地域生態、型
と筏接lと関係したトリプシンインヒビターの分布が認められた.
考 察
生のダイズを家訟に桜取させるとき，その様子に含まれているトリプシンインヒピ、ターは，タ
ンパクを分解するトリプシンの活性を 1[1.1与するので，ダイズ lと含まれる ~Iô栄養物質と考えられて
いる. Il~宮ら n) は，ダイズより抽出された市販の Kunitz トリプシンインヒピターが， 2遺体の
混合物であると考え，これを不均一成分 STI-1と主成分 STI-2とに分闘し， STI-1のトリプシ
ン阻害活性の程度は STI-2の6596であると報告している.Rf 0.92はSTI-1K相当し， Rf 0.95 
はSTI-2とみなされるので， Rf 0.92の泳動バンドを持つ品積は， トリプシンインヒピターと
しての活性が低いと考えられる.
トリプシンインヒビターの池辺的分布l乙関して，本実験結よli:と C!arkら2)の知見と比較すると，
Rf 0.92の泳動バンドを持つ品稜は，朝鮮産の方が日本政より少ない点では一致したが，本実験
lζ用いた日本産，初鮮:産lとは Rf0.92の泳動バンドを持つ品事fiが C!arkらの場合よりもかなり
多くみられている.これは， Rf 0.92の泳動バンドが生態型 I !C多く分布して:b'り手生性と
関述があることから説明できょう.つまり，著者の供試した品積集鴎lとは早生品種が多く， C!ark 
らが用いた品積集鴎lとは!悦生務を多く含んでいた.すなわち両者の主要生態、殺の廷に主主ずくもの
と考えられる.
地域生態型以外の他の品積特性と泳動パン iごとの関係は見いだせなかった. C!arkら2)は，ダ
イズを利用群 (utilizationgroup)に従って分類し， Rf 0.92の泳動ノfンドの品種には読菜用
(vegetab!e group)が多いことを報告している. ζれは，王手生穫が一般に疏菜j羽として用いられ
るζ とを思えば首肯できる.他の種実用，銅料斤i品事fiについてもあわせて検討を加えたが，泳動
パン Fの種類と特定な関係は認められなかった.
Rf 0.92の泳動パン吋， 中国産品積lと認められず， 日本産と制(陥の品種lと認められてい
る2) 本実験の，日本産の生態型 IKJ認する品種では， Rf 0.92のものが Rf0.95のものより
優位を占め，特lと九州の生態、選 I!ζ属する夏ダイズでは， Rf 0.92のバンドを持つ品種の頻度
が他のいずれの地域よりも著しくおかった.これらのことから， Rf 0.92の泳動バンドは，日本
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を中心lζ分布していると考えられ，生態型 IIIζ属する品種lと起源するものと推定される.ζの
Rf 0.92とRf0.95のトリプシンインヒピターに関する地理的変奨の消長は，ダイズの生態型の
分化あるいは品種の類縁関係を知るうえの手がかりになるものと考えられる.
摘 要
日本産と朝鮮産のダイズ234品穣を，ポリアクザノレアミドを用いたデスク電気泳動法により，
トリプシンインヒピターについて， RfO.92とRf0.95の泳動バンドを持つ品種に分類し，品種
の栽培されている地域と品種の生態型との関係を調べた.
Rf 0.92の泳動バンドを持つ品種は，東北，北臨，九州の生態型 IIの品種lと多く，特に九州
では，生態型 IIK属する夏ダイズlζ84%の高頻度で分布していた.一方 Rf0.95の泳動バンド
を持つ品種は，北海道の生態型 Iの早生穏に，また関東以南に栽培される生態型 II，IV， Vの中
生から1免生の品種群lζ多〈分布していた.朝鮮産では，日本産の同等の生態型lと属する品種群lζ
比較して Rf0.92の泳動バンドを持つ品種は少なかった.また中国産は Rf0.92の泳動バンド
を持つ品種が認められないことから2)ζのRf0.92のトリプシンインヒピターは日本の平生品
種を中心として地理的に分布していると考えられた.
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